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 １２月１８日、県庁で「高校生と議員との交流事業」が行われ、本校から３名の生徒会役員が参加しま

した。「誰もが暮らしやすい社会の実現に向けて」というテーマで、生徒たちの視点でこれまでの社会生活

の中で困ったことや気になったこと等を集約し、自分たちでユニバーサルデザインの状況を調べ、考案し

た改善点やこれから取り組んでいきたいことを発表しました。                                    

宮口さんは「トイレの荷物置き場」について、衣服や手荷物を掛けるためのフックの高さなどを取り上

げました。手荷物等を掛けるフックの位置等、みんなが使いやすい荷物置き場の設置を提案しました。川

畑さんは「商品の陳列方法」について、ＡＩの活用によって、店内の商品を購入データに裏付けて配置す

ることで全ての人たちが欲しい商品を手に取りやすくなるのではないかと提案しました。木村さんは「横

断歩道と道路にある段差・横断側溝」について、実際の経験に基づき、危険な場面を少なくしたいという

思いをもち、段差や溝はできるだけ小さくし、道路には滑りにくい素材を使うなどの提案をしました。 

生徒たちは、事前の準備段階から発表原稿を何度も何度も 

読み込み、一生懸命に練習をしました。当日は、原稿を見る 

ことなく、自分の言葉として発表することができました。 

県議会の議場で、実際に県議の方たちや関係者が多数いる 

中でも臆することなく、本当に立派な発表でした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

          

          

          

          

          

          

          

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「更なる飛躍の１年に」               教頭  立岡 里香 

   

 明けましておめでとうございます。始業式に元気に登校してきた子供たちに会えて大変うれしく思いま

した。同時に子供たちから元気をもらい、「今年も頑張るぞ！」と私自身にも気合が入りました。 

今年は午年です。十二支の中でも、馬はその躍動感あふれる姿から「飛躍」や「活力」の象徴とされて

います。馬が力強く地面を蹴って前進するように、３学期は子供たちが１年間の学びを確かなものにし、

進級や卒業など次のステップへと大きく羽ばたくための大切な時期となります。子供たちの学びを支える

ために私たち教職員もしっかり伴走していきたいと思います。 

引き続き感染症対策など健康管理に十分配慮しながら、子供たちが笑顔で 

登校し、元気に 1年を締めくくれるよう尽力してまいります。今学期も保護 

者の皆様の温かいご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丘の上の学舎 
長崎県立諫早特別支援学校 学校だより 第７号 

～若い芽・強い木・愛の花～ 

 

令和８年１月８日 

日 

 

「第４３回肢体不自由児者の美術展／デジタル写真展」 

★特賞  

 ・朝日新聞厚生文化事業団賞 中学部１年 陳内遼樹 「美しい海」  

・日本肢体不自由児協会賞  小学部４年 山本周助「ゲームをするぼく」  

★優秀賞 

・高等部２年 堀結葉 「はなちゃんとゆかいななかまたち」 

★佳作 

・中学部２年 神矢知輝 「私たちの運動場」  

・高等部２年 冨川柚奈 「夢の国」  

・高等部３年 小野伍輝 「卒業式」  

・高等部３年 川畑光希 「夜桜とえん会」  

 

 

 

 

 

株式会社十八親和銀行様 図書贈呈式 

縦割り集会 

株式会社十八親和銀行様から、社会貢献の一環として図書（８７冊）を寄贈していただきました。贈呈

式で、十八親和銀行の野田様より「読書は皆さんの心を豊かにします。今回プレゼントする本をたくさん

読んで、皆さんが感受性豊かな大人に成長されることを願っています。」とお言葉をいただきました。児

童生徒が興味をもって読める本をたくさんいただきました。十八親和銀行様、ありがとうございました。 

 

１２月１０日に全児童生徒による縦割り集会を行いました。児童生徒が学部を越えた縦割りで活動する

ことにより、同じ学校の一員としての連帯感を高めること、年齢に関係なく、好きなものが同じである者同

士が集まって交流を深めることを目的としています。リトミック、読み聞かせ、かくれんぼ（逃走中）、ゲーム、

実験、スポーツ＆ボッチャ、リラクゼーション、ミュージック＆ダンスなどの活動の中から、自分の好きな活動

を選んで取り組みました。中高生の優しくさりげないリーダーシップのもと、活動を通して学部を越えた交

流ができました。どの班も、終始笑顔で楽しい時間を過ごすことができました。 

 

特賞の 2 名の作品

を掲載しています。 

「ゲームをするぼく」 

「美しい海」 

高校生と議員との交流事業 

「第２６回諫早市中学生・高校生文芸コンクール」 

★優秀賞 

・高等部３年 坪井俊  短歌：「高三の夏になったら逃げられない間近の将来よく考える」 

★奨励賞 

・高等部１年 中原紗那 短歌：「毎年の花火が楽しばあちゃんちまた行きたいな家族と一緒に」 

・高等部１年 今井希美 短歌：「ドライブで夕方５時の軍艦島夕日に照ってまぶしいな」 

・高等部３年 川畑光希 俳句：「電車乗りはじめて遠く夏の果て」 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1574652188/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWktbGlicmFyeS5jb20vc296YWkvMTAxNjY-/RS=%5eADBf89jmVL5TpReRh5uREv4fCIF0sw-;_ylt=A2RimFGc99ldZGsA.zqU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1574652188/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWktbGlicmFyeS5jb20vc296YWkvMTAxNjY-/RS=%5eADBf89jmVL5TpReRh5uREv4fCIF0sw-;_ylt=A2RimFGc99ldZGsA.zqU3uV7

